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に
驚̂̂

 

之
れ

.

は
都
市
’

農

- #
研

究

者

の

最

も

普 

迅
こ
為
滴
ず
る
と
こ
を
あ>

:

^

.

こ
'
.

れ
を
鮮
細
に
列_

す
.

る
事
は
必
ず
し
も
難
事
で'

は
な
ヒ̂

^

か

ヤ

ン

は

北

ハ

の

薪

作

：

i

於

.

.
い

て

都

市

'

.
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.
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.
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.
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V
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.
こ
/ 

,
 

-

一)

的
農
村
的
な| #

'
-

特
觀
を
擧
げ
で
都
市
_>農
村
社

#

の
分
析
わ̂

零
ゐ
る
し

.

>

^

他
'

の
ま
^

^

各
種
の
標
識
を
扼
へ
來
f :
?

對
照
的
觀
察

,

• 

;

•

.

を
與
へ
て
ゐ
る*。

例
へ
铽
ソ
，
”

キ
ン.

.

の
場
合
で‘
は
職
業
的_

徵
、
自
然
的
非
自
然
的
環
境
の

.

特
«

^

 

權
成
人
口 

一，
-

の
質
敗
異
同
、.-

'

社
# ;

_

分
化
と
喈
層
的« -

_

、ノ
移
動
性
、

」

社
會

|

«

體
制
0'
相
蓮
等
の.

<

項
目
が
擧
げ
ら
れ、

^
^
 ̂

'

•
 

>
 

I 

•
-

.
.

.

 

’
.
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-
'
.
. 

...
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•

. 
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ひ
は
シ
■ヴ
ィ
リ
ゼ
ィ
ミ

•• 

.
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.
: 

.. 
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.

.

.

.

. 

.
 

. 

..V 

: 

.

.

.

. 

...
 

.■. 

•
へ

..-,-.' 

.

益
切
有
無
と
し
て
觀
ぜ
ら
れ
て
如
る
;0
:

.-

,.
:
ろ

'

、

•

:.
,

■

■.
'

.

,

•
.

■'
■
•
:

ぃ」
)

V
*

奪
の
對

.

疆

ば

都

瓶

と

農

村

と

の

獄

服

を

明

瞭

に

描

含

出

す

標

識

と

な

办

得

ぞ

と

共

片

■' 

.
'

す
'

各
.^ -

の
：：で
ぢ
あ.

る
. ^

茼

時
^ :
'

一
 

つ
0'
社
會
が
或̂

程
度
隔
離
1>

.

'1
:

-

:

ゐ
'

る
屢
も〕

粟

。:.
.
'

1̂

は
: ^

-

れ
々
住
む
姐
界
の
大
小
上
し; T

對
；

V

 

:

’

：
：
比

し
.

て
：み
た
事
が
あ
る''°

*

■'
■

を
，列
舉
的
に
あ
げ
、て
見
れ
ば
、
前
教
に
於
い
て
は
坐
活
關
心
が
主
と
し
て
身
邊
的

6!

1
斷
的
で
あ
る
の
に
^
し
て
後
诸
に
於
い
て
は
そ
れ
が
原
印 

V

的
主
義
的
で
あ̂

^

念
的
で
あ
る
。
故
に
前
者
は
齒
的
で
餿
雄
沿
か
、ら
の
游
離
が
な
い
の
に
封
し
て
後
者
は
柚
象
的
珂
念
的
で
锉
生
活
か
ら

V
 

.

 

.

:

<

p
 

、
都
市

•

^

^

題
の
>现
衣
と
將
來

 

, 

•

ゾ
\

 

. 

，七
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(
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ニ
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.
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#

市
•

農
村
間S

現
布
と
勝
來 

\

 

し

(

* 

ニ六
：
}

 

V
 

，は
•-
 

應
切
は

I

.

れ
|

念
し
把
握
す
孟
が
出
來
る
故
に
叉

.

、
蓮

：が
特
殊
的
でt

に
尉
し

T

後
背
は
普
遍
的
でf

、
そ
れ
が
包
擁 

6
|

3
吖
で
ぁ
る
の
にS

し
て
前
者
はi

俠
排
他
で
頑
迷
な
ら
ざ
る
を#

ぬ
。
從
つ
て
前
與
は
鄕
黨
的
で
ぁ
る
に
對
し
て
後
者
は
货
界
人
的
で 

一t

拘
來
的
な
る
に
對
し
て
自W

的
-

全
體

.

的

な

る

に

？

て

個

人

的

で

_

、
.
慶

ロ

的

潘

童

活

的

な

含

:

あ

り

、

(

|

0̂

*

固

廣

で

為

る
:

蓄

：
し

.

5

ま

は

：流

動

的

：

1

—

 

:

.
•

.

言

ル

た

諸

對

腐

满

ぼ.

■

ら
.

も
列
擧
じ
得
る
で
ぁ
ら
ぅ
が
、
鼓
に

f

世
根
の
大
小
と■
策
純
に
コ
ミ
ュ
〒
テ
ォ.

I

の
大
小
を
指
す. 

i

は
情
レ
て
ゾ
哄
補
坐
澈_

大

小

は

缝

で

泠

が

、
：

.

必
■

重

.
つ

交

渉

關

係

の

多

寡

に

飞

1
_

*

戈
ハ̂

^

會

盆

、を
へ
ー
籍
域
嘗
體
.と'1
-

甚

；她̂
 

'■

し
：暮

祐
^

る
為
の

.

で
'

ぎ

.

か
：ら
其
0
社
; #

，
生
活
播
相
は
；会
ぐ
異
妄
來
る.

の'

で
教
冬
へ̂

^

.

■

.

.

:

•■

し
并
少f

照
は
軍
に
都
市
矗
村
モ
：於
い
：て
見6
れ

鼻

暴

な
.

還
.

：時
間
的_

昔
ど
今
と-

^

場̂

 

或
ひ
は
地
方

.

 

:

^ ]
''

1
市
と
大
都
市
、.

乃
至
は
大
都
市̂

下
咁̂

0
3の

手

等

に

於

い

：
て
；見

：ら

れ

る

所

の

も

の

1?
.
.

ぁ̂

ン；

 

:
y

:

パ

，
，
.

一 

ゾ
: M

^

S -
U

近
時

‘

，
殊

に

今

决

戰

-'
^

以
奢
此
の
對
照
的
關
係
呈
：べ
倒
錨

_

證

證

っ

：て
來
た.

事
に
氣
が
，

.

つ

か

ね

ば

な

ら

ぬ

。

即

ち

«-
村

が 

決
レ
て
狹
ぃ
小
ぼ
世
屢
で
な
く
、
業

が.g

ぃ

璧

ぃ

世

螽

办

な
3

相
を
觀
察
す
ん
饥
に
な
る1?‘

 

^

 

.

■

'

-

;

.
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■
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,.
.

.
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四
，' ,'
都
市

.

農
村
關
係
仍
現
代
相(

'

ー
：

)

へ
.

」

- 

- 

, 
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• 

• 

■ 

• 

: 

. 

'
» 

- 

. 
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• 

•
• 
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• 

■ 

•
• 
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.

、
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'
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+

•

-

-

'
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-
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.
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r
t
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• 

. 

.

;■
-

今
次
戰
爭
0
無
理
な
遂
行
は
平
く
も
國
內
諸
方

.

面
に
窮
厄
と
混
亂̂

^

惹
し
? :

。'

都
.

市
と
翁
村
と
の
關
係
に
從^

發
处
せ
し
め
た.

の
も
共
の
爲
め
で
あ
る
。
從
來
都
市
は
農
村
に
對
レ
て
あ

? >
;

ゆ
る
方
：

#

に
於

/

、
て
優
位
に>

;

兰

：で
冷 

:

か
&

ぞ
へ

.

ば
都
市
は
常
に
農
村
を5(
0
:

ぱ
0
つ.

对
で
ゐ

.

た
0
農
村
は
：都
市
に
引
き
：づ

 

都
. 

命
の
尬
と
い
ひ
、
い
づ
れ
も
此
の
吸
引
ヵ
又
は
支
配
ヵ
の
，表
现
で
あ
づ

? :
:

-

?

勿
1
都
會
人
0 .

ぅ
ぢ
に
：は* *

对
又
は
田
園.

に
對
す_

る
愛
着
や
自
然. 

{ :

對
す
る
愤
憬
敬
仰
を
持
つ
て
ゐ
る
も
の
も
ゐf :
。
或
ひ
は.

會
■

^ '

の
內
部
に
嚴
村
風
叉
は
農
成
調
を
取
り
込
ん

.

で
滿
‘

足

を

_
.
し

て

力

る

も

の

-

•

 

•

 

•

 

-

 

.

.

.

.

 
'

•

 

!

-•
•

.

 

i

:'
'.
-
. 

へ

：

〜

も
. ^

り
、
登
山
や
キ
ャ
ム
ピ
ン
グ
等
を
樂
し
む
祺
に
ょ
つ
-て

W

舎
々
ょ
ろ
こ•

ぶ
者
も
尠
ぐ
は
な.

か
つ
た
。’

#

し
救
で
注
意
じ
な
け
れ
ば
な' ^

ぬ̂
 

- >

と
は
、';

;
'

以
上
0 .

、：：農
村
風
農
民
調
に
對
す
る
都

#

人
.

の
指
向
は

.-
'

^

に
外
な
ら
ぬ
と
い
ふ
祺
で
あ
る
。
簡
犁
に
沄
つ
て
し
ま
へ
ば
そ
れ
は
堪
な
る
渺
會
人

0 ,

田
園
趣
味̂:

外

な

：
ら

ず

、
、
そ

'

の

意

味

に

於

：
い

て

.-

種
の

' 

ま
ぐ
れ
氣
で
あ
る
と
共
に#

會
坐
沽
か
ら
一
晞
離
れ
て_

樂
1>
;

む
0
悅
樂

.

的
0
: &
:

の
に
過
ぎ
な
炉
タ
ね
。
^
活
の
眞
髓
に
觸
れ
て
農
民
的
土 

地
的
な
も
の
は
何
も
持
つ
て
ゐ
な
い
と
一

K

つ
て
差
支
な
い
,0
i

へ
れ
：

®

^

に
農̂

農
村
に
；對
し
ボ
彼
攀
拟
都
會
人1
し
て
の
立
場
か
ら
、欲
求
滿
足
’ 

^

耍
求
ず
务
：故
：に
養
も
農
村
も#

办
娜
會
人
を
悅
梂
せ.

る
—
に
純
綷
に
農
揭
的
で
悉
り
農
栻
的
で

 

：
©
石

な

ら

ず

彼

-等

は
其
の
赴
く
と
こ
ろ
常
に
都#

虫
活
の
様
式
を
延
長
さ
せ
そ
の
獨
平
、を
延
ば
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
其
の
拫
允
に
於
い
て
ば
自
玉
を
高
し
と
し
て

/
 

• 

. 

.

.

.

. 

.■ 

> 

: 

\

 

"

相
乎
を
貶
し
め
て
ゐ
る
。
完
全
承
る
同
感
又
は
理
解
す
ら
缺
く
と
い
ふ
の
が

«

相
で
あ
つ
れ。

\
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i

,

都
市
•
器

S

S

現
亦
と
將
來•

- 

九
、

5

.

七)
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-

都
市
*
農
椅
間
題
の
現
作
と
將
來
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:

.

'

 

.

、ー
0

A

ニ
I

V
 

ノ 

,

そ

れ

故

地

方

费

がA

霞

出

れ

ば
„ 

S

的
繁
に
せ
よ
出
稼
又
は
栘
相
に
せ
よ
、
都
# '

化
す
以
前
に
於
い
で
は
常
に
田4
著
扱
ひ
：を
受 

け
述
議
さ
れ
厄
介
物.

^

ひ
さ
れ
た
。I

斯
く
の
如
き
態
度
で
本
來
益
方
人
で
ぁ
る
可
き
地
方
出

M

人v

が

擎

年
§

都

家

；沾
と
都
會
化 

0)

-

裡
に
0
1分
の
鄕
里
を- ^

つ
て
了

'

つ
た
取
に
近
時
に
な
つ
て«

が
つ
い
た
琪
ぎ
馨
柄
笑
止
千
萬
と
沄
へ
よ
ぅ
。

卞
時
に
農̂

の
倜
に
於
い
て
も
パ
ノ
な
ヵ
ら
ざ
る
提
怖
或
ひ
は
现
出
の
屻
由
で
な
い
畏
敬
心
必
都
市
及
び
都

^

人
に
對
し
て
懷
い
た
。
舊
弊
で 

,

鉍
ィ
な
べ
释
疋
吖
な
ぞ^ /

界

卷
^

辰̂

が
新
奇
で
變
运
も
の
に
，對
.1
,

て
之
れ
叉
现
凼
な
べ
尊
敬
心
を
持
つ

V

は
多
く
認
め
らS

 

>
所
で

$

ぅ
し
た
も
の̂

し
て

_

兪
及
淡
都# '

人
乃
妾
は
鄭
會
的
：播
物
に
對
七

.

て
農
^
乏

 

離
#

人
よ
、
反

* 

. 

■.

.

.

•>
•
 

■

 -

 

•

 

.

.

 

.

,

遙

，

奇
變
化
を
好
ぶP

て
も
決
じ
て
：そ
れ
羞
激
も
し_

れ
ぱ
驚

.

f

し
な

溆
的
に
對
？
す
る
丈
対
で
ぁ
る

.

。.

、農
民
及
び_

册會の潘合：に管
ぅ
し
た
も
の
に
社
會
的
身
分
的
附
聯
が
附
隨
レ
、

.

.

.

.
か

く

 

o

1
、i .

生
a

從§

狀
應 

'

か

業

の

都

市

，
農
村
砂
關
係
で
ぁ
つ
セ
尸
‘

之
れ
が
今
度
余
ぐ
逆
か
さ
に
な
つ
た
事
に
っ
い
て
は
、

.

北
ハ
の
原.

因
七
し
て..

い
く
，つ.

か

を

擧

げ

，
る

事

が

出

來

‘

よ
.

，
ぅ。：
:'
-

'

;

.

.

.

.

:

.

.
;
.
:
,
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■
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.
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.
 

.

.

.

.

•

-

- 

. 

' 

.
+
• 

. 

- 

• 

- 

• 
•

.

/•
•

從
來
か
ち
農
：

^

農
民
を
高
べ
評
價
す'6

.

傾
向
及
び
主
；漲
が
皆

|

务
ぁ
つ
た
ザ
霉
は
な
い.:

!°

' *

與
を
質
變
剛
镩
不
携
不
丽
と
し
で
之
^ '

-

; 

ー
を»

の
|

し
次
實
夂
し
い
。
：併
し|

反
.

面
.

に
ば
以
字
遵
村
及
化
農
民
を
自
分

,

思

裘

儘
.

に

鳌

で
、

^

れ
ガ
說
か
れ
た
と
备
釋
す
る
事
が
出
來
る

P

事
實
’

前

+
に

も

ー

會

觸

れ

蝱

が

為

袅

霞

良

質

の

勞

働

を

地

方

に

求

め

轉

る

と

ー

い

ふ

理

由
 

.
'-
e

都
市
か
らH

場
が
地
方
に
移
駐
し
た
と
い
ふ
現
象
も
童
。
又
紐
識
が
狹
く
そ
の
意
味
だ
於

.

i
.

て
無
戴
で
ぁ
る
事
か
ら
、
操
作
す4

合
、

、
 

農
段
は

f

人
よ
り
も
酿
に
敗.

ひ
V

I

象
で
あ
つ.

た
0:
故
に
號
令
敫
律
の.

r

で
は
た
觉 

「

何
故」

©
悛
疑
心
を
挣

た
ぬ
農
段
は
指
導#

に
> :
;

:

っ
，て.

好
侧
の
存
在
で
私.

っ'

た
？
向
時
に
共
の
豐
富
な.

る
八
に
生
產
カ
は
軍
國
的
人
ロ
政
策0)
必
要

.

に
合
致
し
た
。
か 

く
^

て
農
村
：及
び
農
民.

の
讚
美
論
が
起
え
世
棍.

が
.

軍
國
的

.

風
雲
急
な
る'

に
及
ん

.

で
此
の
傾
向
は
益.

上

盛

、
ん

に

匁

っ

た

ゾ

.-

.
 

V

"

.

■.

浙
く
0 '

'

如
き
エ
場
か.

ら
農
民
及
び
農«

の
改
良
運
動
は#

ず
し
も
歡
迎.

せ
ら
を.

可
き
も
0)

-

^

^

.

.い.

。、.

農
民

.

力
ょ
り
知
識
的
に
な
り
a '
性
的
に 

な
々
懷
疑
的
に
な
り
批
判
的
に
な
る
。
或
ひ
は
ヒ
り
欲
求
的
に
な

>

?

又
化
的
に
な
っ‘
て
來
れ
ば
、
：'そ
れ
丈
け
農
民
は
. «

:

ひ
難
い.

存
杻
と
な
っ.

て
.

.

.
-
• 
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